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活動実施日 ～

活動場所

関係者数

活動期間

年 月

2020 10

11

12

活動概要

２０名 １５名

※準備から活動終了までの打ち合わせやリハーサルなど活動を行った年月を時系列で記入してください。

羽咋市青年団協議会では、クリスマス時季の恒例行事として『サンタ宅配便』事業を行っている。市
内未就学児を対象とし、サンタやトナカイに扮した羽咋市青協のメンバーが親に代わって子どもたち
へプレゼントを届けることでクリスマスの夢を運んでいる。2020年冬、コロナ禍に於ける事業実施
を考えたとき、コロナ禍だからこそできるサンタ宅配便事業の在り方を模索し、新しいアプローチと
してネット環境を利用してのオンライン開催とした。

ポスターを団員で分担して幼稚園・保育園へ配布

団員で意見を出し合い、具体的な演出プランを決定

オンライン背景をクリスマス仕様に飾り付け。

応募団体名

活動名称

羽咋市青年団協議会

サンタ事業話し合い。「オンラインでやるのはどう？」との団員の声で方向性が決まる。

『広報はくい』に依頼募集原稿送付

羽咋市内

応募部門
　地域活動の部

　教宣活動の部

はくいしせいねんだんきょうぎかい（ふりがな）

おんらいんさんたたくはいびん

オンラインサンタ宅配便

（ふりがな）

２０２０年 １２月 ２４日 ２０２０年 １２月 ２４日

活動内容（各別にまとめて記入）

（200字程度）

参加者数

２０２０年度全国地域実践「実践大賞」

アピールレポート（共通・設問有り）

日青協記入欄

市内の各幼稚園・保育園に掲示してもらうためのポスターを制作

サンタ事業当日の演出について話し合い。オンライン画面上の背景など。

当日を想定した予行練習を行う。

事業当日を迎える



＜アピールポイント＞

　2020年冬、コロナ禍の中でのサンタ事業は、家庭への訪問が歓迎されない風潮も想定され、実施の可否を含め
実施するならばどのような形にすべきかと悩ましかった。
　「オンラインではどうかな？」との団員の声を受け、ネットを介してのサンタ宅配便事業という方向性が定まっ
た。
　サンタ事業としてのベースはできていたが、オンライン仕様にしていく上では手探り状態で、オンラインでの需
要はあるのだろうか？果たして申込みはあるのか？実施して喜んでもらえるか？と不安の中で準備を進めていっ
た。

　オンラインでの取り組みは初めてだったので、市の広報に載せる告知文やポスターではどうしたらイメージが伝
わるか苦慮した。
　また“子どもたちにクリスマスの夢を届ける”というテーマの下、オンラインではどのような演出ができ、喜ん
でもらえるか団員や協力者と知恵を絞り、プランを練っていった。
　演出プランを考える際、「子どもたちと一緒にクリスマスソング歌うのはどう？」とのアイディアが出た。はじ
めましてでの緊張を解く効果もあろうし、クリスマス気分も高まる良い演出になったと思う。自由な雰囲気で団員
や協力者とアイディア出しができた。

　応募の親御さんからは、「子どもたちがとても喜んでいた」「また来年も参加したい」などの声をいただけ、ひ
とまず成功したと言えるだろう。団員以外にも事業のお手伝いとして声をかけ、数人の地元青年に協力者として助
けてもらった。羽咋市青協の組織強化への足掛かりにも希望が見出せる事業となったように思う。

■活動のきっかけ、準備期間に関すること等

①活動の詳細を以下に自由に記載してください。文字だけでなく、写真など取り組みの様子や活動の風景なども入れても問題
ありません。
②文字の大きさやレイアウトに指定はありません。
③「いつ、誰が、どこで、どのように、何をした、その理由は？」の５W１Hがわかるように、できるだけ具体的に書くこと
を心がけてください。

■自由記述欄（各欄で記載できなかったこと等）

『オンラインサンタ宅配便』演出プラン
　①子どもたちとごあいさつ、自己紹介
　②クリスマスソングを一緒に歌おう！(予め親御さんに歌える曲を聞いておく)
　③プレゼント探しタイム(予め親御さんにプレゼントを家のどこかへ隠してもらい、サンタさんが魔法で届ける
演出→子どもたちに探してもらう)
　④終わりの挨拶

■活動中の苦労、印象深かったこと等

■活動の成果、今後の展望に関すること等

以　上



地元広報誌に掲載された告知文▲

▼地元有力紙に掲載された事業の様子

▼オンラインサンタ宅配便ポスター


